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与えられた指示文章に従い言語で判断を説明する AI 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

実世界での言語理解課題について，動画や 360画像，3Dのような多様な実世界の環境情報と

テキスト情報を統合するために，参照表現理解や環境情報のテキスト説明をテーマとして，以下の

３つの観点から研究を進めた．１つ目は，実世界を移動する人やロボットなどを念頭に，一人称視

点動画から特定の物体をテキストに基づいて探索するための基盤整備である．既存の研究では，

主として画像からテキストで指示された物体を探索していたが，実世界を移動するロボットなどに応

用するには対象物体を含む適切な画像を入力として選択する必要があった．この問題点を指摘

し，大規模な一人称視点動画セットからテキスト参照表現に基づいて特定の物体を探索するため

のデータセットおよび参照表現理解手法と物体追跡手法を組み合わせた手法を提案した．２つ目

は，実世界環境に近い写実的な仮想環境上で，与えられた質問に応じて環境内部をナビゲーショ

ンし，質問の正解物体を探して質問応答を行う研究を進めた．この研究は，大規模な３Dシーンセ

ット上で昨年度から進めていた質問応答アノテーションを活用し，国際電気通信基礎技術研究所

(ATR)等の研究者と共同で行われた．また，3Dシーンから日用品や調理器具などの小物を探索

するためのデータセットを作成した．３つ目は３６０°カメラから得られる画像などマルチコンテキスト

な画像から，ユーザークエリに合わせて適切なキャプションを生成する研究である．３D環境での

質問応答データセット作成研究は，昨年度に続いて画像系のトップ国際会議である CVPR2022で

口頭発表を行った．意味役割ラベル付与において強化学習により文を処理する研究を言語系の

国際会議 COLING2022にて筆頭で発表を行った他，実世界における言語理解をキッチンドメイン

に応用するためのレシピコーパス整備研究について，京都大学およびオムロンの研究者と

COLING2022で発表を行うなど，基礎から応用を見据えた研究を進めている． 
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